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施設を訪れ激励する大平委員長（左）

目録を手渡す西理事長（右）

合同企業説明会 ＰＲポスター

　

青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

が
主
催
す
る
合
同
企
業
説
明
会
が

４
月
24
日
（
水
）、
青
森
公
立
大
学

１
階
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

説
明
会
に
は
同
協
議
会
に
所
属
す

る
16
社
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
会
員
の
資
質
向

上
と
相
互
研
鑽
を
図
り
商
工
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

１
９
８
７
年
に
設
立
。
現
在
は
、

当
組
合
の
ほ
か
、
青
森
卸
売
業
㈿
、

㈿
八
戸
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
、
㈿
八

戸
流
通
セ
ン
タ
ー
、
弘
前
流
通
団

地
㈿
の
５
つ
の
卸
団
地
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
共
通
す
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

近
年
、
少
子
化
や
景
気
回
復
を

背
景
に
人
材
採
用
は
売
り
手
市
場

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
優
秀
な
人
材
の
確
保

が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

同
協
議
会
に
所
属
す
る
組
合
員
企

業
で
も
、
合
同
企
業
説
明
会
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
り
、
参
加
し
て

も
学
生
が
大
手
企
業
に
流
れ
る
な

ど
、
企
業
単
独
で
の
人
材
確
保
が

非
常
に
困
難
で
、
共
通
の
経
営
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
同
協
議
会
で
は
、
卸
団

地
そ
の
も
の
や
組
合
員
企
業
の
知

名
度
向
上
、
採
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
べ
く
共
同
求
人
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
、
こ
の
た
び
の
青

森
公
立
大
学
で
の
合
同
企
業
説
明

会
の
開
催
に
至
っ
た
。

　

当
日
は
、
各
卸
団
地
か
ら
卸
売

業
や
小
売
業
、
自
動
車
販
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
様
々
な
業
種
の

組
合
員
企
業
が
参
加
。
学
生
は
講

義
や
ゼ
ミ
の
合
間
を
縫
っ
て
会
場

を
訪
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、
時
間

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
企
業
担
当
者
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
地
元
企
業
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。
ま
た
、参
加
し
た
企
業
の
担

当
者
も
「
学
生
と
の
接
点
を
増
や

す
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
継
続
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も
青
森

公
立
大
学
の
ほ
か
青
森
中
央
学
院

大
学
、
青
森
大
学
で
も
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
生
と
企
業
経
営
者
・

幹
部
と
の
交
流
会
も
計
画
し
て
お

り
、
組
合
員
企
業
の
求
人
活
動
を

支
援
し
て
い
く
。

　

組
合
で
は
こ
の
た
び
、
２
０
１

８
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業

で
得
ら
れ
た
収
益
金
を
福
祉
団
体

等
へ
寄
贈
し
た
。

　

４
月
16
日
（
火
）
に
は
パ
ソ
コ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
で
得
ら
れ
た

収
益
金
３
万
円
を
、
パ
ソ
コ
ン
の

解
体
作
業
を
行
っ
て
い
る
青
森
市

の
障
が
い
者
施
設
に
寄
付
し
た
。

大
平
環
境
対
策
委
員
長
が
同
施
設

を
訪
問
し
、
目
や
耳
が
不
自
由
な

が
ら
も
細
か
な
作
業
を
す
る
障
が

い
者
の
様
子
を
見
学
し
、
激
励
の

言
葉
を
か
け
た
。

　

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）
に
は

青
森
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
回
収
で

得
ら
れ
た
収
益
金
５
万
円
を
贈
っ

た
。
当
日
は
組
合
の
西
理
事
長
が

同
協
議
会
を
訪
れ
、
前
田
会
長
に

目
録
を
手
渡
し
た
。
西
理
事
長
は

前
田
会
長
に
こ
れ
ま
で
組
合
が
取

り
組
ん
で
き
た
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

事
業
に
つ
い
て
説
明
。
今
後
も
回

収
事
業
を
継
続
し
、
寄
付
活
動
も

続
け
て
い
く
と
話
し
た
。

合同企業説明会
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２
０
１
８
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
収
益
金
を
寄
贈

組
合
員
企
業
の
求
人
活
動
を
支
援

合
同
企
業
説
明
会
開
催
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２
０
１
８
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

　

２
０
１
９
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
23
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
１

８
年
度
塵
芥
収
集
及
び
紙
類
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
回
収
実
績
、
交
通
事

故
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告

し
た
。　

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
組
合
員
施
設
の
賃
貸
に

つ
い
て

案
件
二
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

パ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
幅

広
く
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を
実
施
。

昨
年
４
月
に
は
、
処
分
方
法
の
厳

格
化
に
よ
り
一
度
は
回
収
を
休
止

し
た
蛍
光
灯
回
収
事
業
を
再
開
す

る
な
ど
、
事
業
所
が
個
別
に
処
分

す
る
に
は
難
し
い
も
の
を
で
き
る

限
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

一
方
、
青
森
県
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
15
・
０
％
（
２
０
１
７
年

度
）
で
全
国
41
位
と
低
迷
。
全
国

平
均
の
20
・
２
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。

　

組
合
で
は
引
き
続
き
、
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
事
業
の
推
進
に
努
め
、

組
合
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も

に
本
県
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に

貢
献
し
て
い
く
。

問屋町内交通事故発生箇所

見事な枝ぶりのシダレザクラ リサイクル回収実績（2001年度～ 2018年度）

血管年齢計

　

２
０
１
８
年
度
の
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
実
績
が
ま
と
ま
っ
た
。

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
総
排
出
量

に
占
め
る
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

量
合
計
の
割
合
）
は
66
・
９
％
と

昨
年
同
様
に
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

を
維
持
し
た
。

　

組
合
で
は
、
紙
類
を
は
じ
め
、

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
製

案
件
三
．
第
52
回
通
常
総
会
の
提

出
案
件
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
及
び
青
森
問
屋
町
配
送

㈱
の
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審
議

の
結
果
、
提
出
案
件
全
て
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
交
通
事

故
実
態
調
査
の
２
０
１
８
年
度
調

査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
２
０
１
８
年
度

の
加
害
事
故
件
数
は
61
件
で
、
前

年
度
の
83
件
よ
り
減
少
。
被
害
事

故
件
数
は
46
件
と
前
年
度
の
39
件

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま

た
、
問
屋
町
内
で
の
事
故
件
数
は

本
調
査
及
び
組
合
が
把
握
し
て
い

る
も
の
も
含
め
８
件
発
生
し
た
。

　

加
害
事
故
要
因
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、
例
年
同
様
「
前
方
不
注

意
」
が
23
件
と
全
要
因
の
38
％
を

占
め
て
最
多
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

近
年
は
な
か
っ
た
「
居
眠
り
運

転
」
を
要
因
と
す
る
事
故
も
発
生

し
て
い
た
。

　

今
年
９
月
22
日
に
は
問
屋
町
内

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
８
千
日
を
達

成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
同

支
部
及
び
組
合
で
は
、
今
回
の
調

査
結
果
も
参
考
に
、
交
通
事
故
撲

滅
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
安
全
運

転
啓
蒙
活
動
を
続
け
る
。

　

問
屋
町
会
館
ロ
ビ
ー
に
常
設
し

て
い
る
「
と
ん
や
ま
ち
保
健
室
」

に
、
血
管
年
齢
計
が
新
た
に
追
加

さ
れ
た
。
血
管
年
齢
計
は
、
指
先

を
セ
ン
サ
ー
に
乗
せ
る
だ
け
で
簡

単
に
血
管
老
化
度
が
測
定
で
き

る
。

　

ま
た
同
保
健
室
で
は
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
同
等
の
本
格
的

な
測
定
が
で
き
る
体
組
成
計
や
全

自
動
血
圧
計
も
設
置
し
て
い
る
。

　

測
定
器
は
、
問
屋
町
会
館
の
営

業
時
間
内
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も

利
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
体
調

管
理
や
健
康
づ
く
り
に
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

　

４
月
27
日
（
土
）、
大
星
神
社

で
祈
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
敬
神

会
会
員
や
関
係
者
ら
80
名
あ
ま
り

が
参
列
し
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
の

安
泰
を
祈
願
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
肌
寒
く
あ
っ
た

が
、
終
了
後
催
さ
れ
た
観
桜
会
で

は
、
満
開
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
境

内
を
彩
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
眺

め
、
花
見
に
興
じ
た
。

　

同
時
期
に
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
闇

夜
に
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
樹

齢
３
０
０
年
を
超
え
る
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

第 586 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2019年5月号

第
５２
回
通
常
総
会
の
提
出
案
件

な
　
　
ど

承
認

第
１
回
理
事
会

交
通
事
故
実
態
調
査
ま
と
ま
る

大
星
神
社
祈
年
祭
・
観
桜
会

血
管
年
齢
計
を
新
た
に
設
置
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青森県商工会連合会
専務理事

小山田　康雄 氏

　

前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県

商
工
会
連
合
会
の
小
山
田
専
務

理
事
に
よ
る
経
済
雑
感
を
お
送

り
す
る
。

　
「
経
済
雑
感
ら
し
く
」
を
言

い
訳
に
、
と
り
と
め
の
な
い
感

想
・
私
見
を
述
べ
る
こ
と
を
お

許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

先
日
、
国
政
与
党
の
有
力
者

が
「
こ
れ
か
ら
の
景
気
動
向
に

よ
っ
て
は
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の

延
期
、
衆
議
院
解
散
の
可
能
性

が
あ
る
」
旨
の
発
言
を
し
て
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
。
こ
れ
に

は
驚
い
た
。
多
く
の
事
業
者
が

10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
増

税
・
軽
減
税
率
導
入
等
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
る
中
の
発
言
。
は
た

し
て
こ
れ
は
「
政
治
」
問
題
な
の

か
「
経
済
」
問
題
な
の
か
。
浅
学

菲
才
の
我
が
身
に
は
そ
の
区
別
は

つ
か
な
い
が
、
法
律
上
は
厳
然
た

る
違
い
が
あ
る
ら
し
い
。

　

経
済
団
体
の
多
く
は
法
令
等

で
「
政
治
的
中
立
」
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
読
者

の
中
に
も
「
政
治

的
な
こ
と
は
あ
ま

り
・
・
・
」
と
考

え
て
い
る
方
が
少

な
く
な
い
の
で

は
。
商
工
会
法
第

６
条
に
も
「
商
工
会
は
、
こ
れ
を

特
定
の
政
党
の
た
め
に
利
用
し
て

は
な
ら
な
い
」と
あ
る
。
し
か
し
、

同
法
第
11
条
に
は
「
商
工
会
と
し

て
の
意
見
を
公
表
し
、
こ
れ
を
国

会
、
行
政
庁
等
に
具
申
し
、
又
は

建
議
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
根

拠
に
、
毎
年
開
催
す
る
商
工
会
全

国
大
会
に
「
政
府
・
各
政
党
」
の

代
表
者
ク
ラ
ス
を
招
き
、
政
策
提

案
を
主
な
内
容
と
す
る
意
見
表
明

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

数
多
く
の
施
策
が
具
現
化
さ
れ
て

い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
合
法
的
で

実
り
多
い
「
政
治
的
活
動
」
だ
。

　

戦
後
の
人
口
増
加
・
高
度
経
済

成
長
、
そ
し
て
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や

円
高
不
況
等
を
乗

り
越
え
て
の
バ
ブ

ル
経
済
、
い
わ
ゆ

る
「
右
肩
上
が
り

の
時
代
」
に
は
、

経
済
政
策
の
根
幹
は
国
政
に
委
ね

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
護
送
船
団

方
式
下
で
の
経
済
活
動
で
生
み
出

さ
れ
た
膨
大
な
富
に
対
し
て
は
、

均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
・
景
気
対

策
の
名
の
下
、
こ
の
道
あ
の
川
と

公
共
事
業
を
中
心
に
「
適
切
な
再

配
分
」
を
求
め
て
き
た
。

　

だ
が
、
時
代
は
大
き
く
変

わ
り
今
は
「
右
肩
下
が
り

の
時
代
」。
我
が
青
森
県
も

２
０
４
５
年
に
は
現
在
の
３
分

の
２
の
82
万
人
程
度
に
な
る
と

の
予
想
も
。
県
内
に
は
後
継
者

が
決
ま
っ
て
い
な
い
事
業
者
が

相
当
お
り
、
特
に
町
村
部
で
は

過
疎
化
の
進
行
と
相
ま
っ
て
、

現
在
年
１
・
４
％
程
度
の
事
業

所
減
少
率
が
さ
ら
に
加
速
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
地
域
社
会

が
抱
え
る
深
刻
な
課
題
に
対
し

我
々
は
第
三
者
で
は
い
ら
れ
な

い
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、
「
政

治
的
セ
ン
ス
」
を
身
に
纏
い
、

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
そ
の
未

来
を
真
剣
に
考
え
行
動
す
る
経

済
人
な
の
で
は
な
い
か
。　

　

私
も
「
浅
学
菲
才
」
な
ど
と

言
い
訳
ば
か
り
し
て
い
ら
れ
な

い
。

（
完
）

収
収
益
金
寄
付

22
日
▽
会
計
監
査

23
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
１

回
取
締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

24
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

合
同
企
業
説
明
会

26
日
▽
市
健
康
寿
命
延
伸
会
議
総
会

27
日
▽
大
星
神
社
祈
年
祭
・
観
桜
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

25
日
▼
＝
Ｙ
＇ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
＝

　
　

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

４
月

５
日
▽
東
北
卸
団
地
連
絡
協
議
会

幹
事
会

９
日
▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

カ
レ
ッ
ジ
入
学
式

11
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

17
日
▽
第
１
回
三
役
会

　
　

▽
空
き
缶
等
リ
サ
イ
ク
ル
回

問
屋
町
会
館
開
催
健
康
診
断
日
程

の
お
知
ら
せ

▽
第
１
回
集
団
健
康
診
断

日
時　

６
月
11
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

13
日
（
木
）　

　
　
　

８
時
30
分
～
15
時

主
催　
（
一
社
）
青
森
地
区
労
働

基
準
協
会

　
　
　
（
一
財
）
全
日
本
労
働
福

祉
協
会
青
森
県
支
部

▽
問
屋
町
地
区
健
康
診
断

▽
新
規
採
用

　

総
務
部
総
務
課　

伊
藤　

舞

（
４
月
１
日
付
）

日
時　

６
月
25
日
（
火
）　
　

　
　
　

７
月
９
日
（
火
）　
　
　

　
　
　

８
月
７
日
（
水
）　

　
　
　

８
時
～
11
時

主
催　
（
一
社
）
青
森
地
区
労
働

基
準
協
会

　
　
　
（
一
財
）
全
日
本
労
働
福

祉
協
会
青
森
県
支
部

▽
第
２
回
集
団
健
康
診
断

日
時　

10
月
８
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

11
日
（
金
）　

　
　
　

８
時
30
分
～
正
午

主
催　
（
財
）青
森
県
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー

※
協
会
け
ん
ぽ
の
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
を
受
診
で
き
る
の
は
左
記

の
日
程
の
み
と
な
り
ま
す

　

６
月
11
日
（
火
）、
７
月
９
日

（
火
）、
８
月
７
日
（
水
）、
10
月

８
日
（
火
）
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経
済
雑
感

第
九
十
五
回

青
森
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
小
山
田
　
康
雄

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

新
規
採
用
職
員
の
お
知
ら
せ
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問屋町合同清掃

多くのごみが拾い集められる

ユアテック清掃活動

㈱リンクステーション
代表取締役社長

大嶋 憲通  氏

求
人
活
動
が
地
方
の
企
業
に
と

っ
て
こ
れ
ほ
ど
深
刻
化
す
る
と

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
前
に
は
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
就
職
問
題
の
焦
点
は
「
求
職
」

で
し
た
が
、一
転
「
求
人
」
に
な

り
ま
し
た
▼
求
人
難
の
原
因
は
、
少
子

化
よ
り
経
済
の
好
転
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
景
気
次
第
で
は
「
求
職
」

へ
逆
転
も
あ
り
え
ま
す
▼
と
も
あ
れ
今

は
求
人
難
。「
合
同
企
業
説
明
会
」
が
、

組
合
員
企
業
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
▼
転
話
題
。
今
回
は
歴

史
・
文
化
テ
ー
マ
か
ら
「
津
軽
三
十
三

観
音
巡
り
」
に
つ
い
て
で
す
▼
津
軽
に

三
十
三
の
観
音
霊
場
が
つ
く
ら
れ
た
の

は
藩
政
時
代
初
期
（
17
Ｃ
）
の
頃
と
さ

れ
て
い
ま
す
▼
江
戸
時
代
も
50
年
を
過

ぎ
る
と
、
街
道
往
来
も
便
利
に
な
り
、

観
音
信
仰
の
頂
点
で
あ
る
「
西
国
三
十

三
所
」（
関
西
圏
）
巡
り
が
、
四
国
八
十

八
所
と
並
び
大
流
行
し
ま
し
た
▼
津
軽

か
ら
も
お
び
た
だ
し
い
巡
礼
者
が
西
国

を
目
指
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
中
に
は

巡
拝
の
各
霊
場
か
ら
土
を
持
ち
帰
る
者

も
い
て
、
津
軽
に
あ
る
観
音
寺
堂
か
ら

三
十
三
所
を
選
ん
で
こ
の
土
を
埋
め
霊

場
と
し
た
そ
う
で
す
▼
観
音
巡
礼
と
し

て
は
、「
西
国
三
十
三
所
」
の
ほ
か
「
坂

東
三
十
三
所
」
と
「
秩
父
三
十
四
所
」

が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
を
日
本
百
観
音

と
い
い
ま
す
▼
こ
の
百
観
音
は
例
外
な

く
全
て
寺
院
に
あ
り
ま
す
が
、
吾
が

「
津
軽
三
十
三
観
音
」
は
、
何
と
、
半
数

を
超
え
る
18
所
が
神
社
な
の
で
す
▼
こ

れ
は
、
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
令
・
廃

仏
毀
釈
に
か
か
わ
ら
ず
、
吾
が
辺
境
津

軽
で
は
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
神
社
に
観

音
様
を
お
祀
り
し
て
き
た
と
い
う
全
国

的
に
も
極
め
て
珍
し
い
こ
と
な
の
で
す

▼
青
森
の
人
は
不
思
議
に
思
わ
ず
、
他

県
の
人
は
神
社
の
観
音
様
は
知
り
ま
せ

ん
。
以
前
か
ら
私
は
貴
重
な
観
光
文
化

資
源
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
。（
藤
本
）

　

４
月
11
日
（
木
）、
今
年
度
１
回

目
の
問
屋
町
合
同
清
掃
が
行
わ
れ
、

組
合
員
及
び
近
隣
企
業
合
わ
せ
て

２
３
６
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は

雪
の
中
か
ら
現
れ
た
大
量
の
ご
み

や
折
れ
た
街
路
樹
の
枝
な
ど
軽
ト

ラ
ッ
ク
約
２
台
分
が
回
収
さ
れ
た
。

　

問
屋
町
合
同
清
掃
は
、４
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
、
全

７
回
開
催
。
朝
８
時
か
ら
20
分
ほ

ど
、
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
実
施

し
て
い
る
。
活
動
は
２
０
０
２
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
18
年

目
を
迎
え
る
。
初
年
度
の
１
回
あ

た
り
の
平
均
参
加
者
数
は
47
名
で

あ
っ
た
の
が
、
昨
年
は
２
１
９
名

ま
で
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１

万
７
千
人
以
上
が
参
加
し
て
い
る
。

参
加
者
は
年
々
増
加
す
る
の
に
反

比
例
し
て
落
ち
て
い
る
ご
み
の
総

量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
合
同
清

掃
を
通
じ
て
問
屋
町
の
景
観
美
化

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
７
日
（
火
）
に
は

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
㈱
リ

ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
嶋
社
長
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
２
０
０
３
年
に
設
立
し
、

主
に
Ａ
Ｓ
Ｐ
型
票
券
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ

ｅ
ｔ
ｔ
ｉ
ｉ
／
ゲ
ッ
テ
ィ
」
の
開

発
・
運
用
や
、
青
森
県
内
の
お
店
紹

介
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
集
め
た

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ポ
み
っ
と
！
」

の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
青
森
を
拠
点
に
全
国
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
管
理
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ｇ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ
ｉ
は
、
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
を
通
し
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
行
う

従
来
の
方
法
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト
主

催
者
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接

販
売
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
よ

り
手
軽
に
多
種
多
様
な
方
法
で
お
客

様
に
販
売
で
き
、
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ

れ
ば
外
出
先
で
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

店
舗
で
24
時
間
い
つ
で
も
チ
ケ
ッ
ト
受

取
と
代
金
支
払
い
が
出
来
る
た
め
、
よ

り
便
利
で
安
心
な
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
で
き
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

今
年
２
月
に
同
社
子

会
社
の
㈱
一
番
・
リ
ン

ク
タ
ク
シ
ー
が
問
屋
町

に
タ
ク
シ
ー
配
車
セ
ン

タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
。
福

祉
車
両
な
ど
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
富
な
77
台
の
車
を
所
有
し
、

青
森
観
光
や
送
迎
業
務
な
ど
の
プ
ラ
ン

も
展
開
し
て
い
る
。「
一
番
・
リ
ン
ク
タ

ク
シ
ー
で
は
３
年
前
に
女
性
の
目
線
で

会
社
を
考
え
る
『
女
子
部
』
を
発
足
し
、

タ
ク
シ
ー
会
社
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お

客
様
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
、
ま

た
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る
た
め
の
提
案
な
ど
を
定
例
会
で
話
し

あ
っ
て
い
ま
す
。
女
子
部
の
甲
斐
も
あ

り
、
昨
年
の
青
森
県
お
も
て
な
し
ア
ワ

ー
ド
２
０
１
７
で
『
お
も
て
な
し
達
人

賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
リ
ン
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
も
女
性
職
員
は
６
割
を
占

め
、
今
後
は
女
性
が

活
躍
し
て
い
く
時
代

に
な
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。
３
月

に
移
転
し
た
本
社
で

は
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
カ
フ
ェ
の
設

置
や
ト
イ
レ
に
も
力
を
入
れ
働
く
女
性

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
聞
く
と

「
タ
ク
シ
ー
会
社
の
効
率
性
と
お
客
様

の
利
便
性
向
上
を
考
え
た
タ
ク
シ
ー
需

要
予
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
で
す
。
配

車
ア
プ
リ
と
連
携
し
た
予
測
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
タ
ク
シ
ー
業
界
の
発
展

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
当
社

は
Ｉ
Ｔ
会
社
と
し
て
常
に
新
し
い
発

見
を
探
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
け

る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ま

す
」
と
力
強
く
答
え
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
走
る
こ
と
が
好
き
で
毎
年
12
月
に

は
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
途
中
で
止
め
た
く
な
り
ま

す
が
、
弱
音
を
吐
く
＝
経
営
者
失
格

と
思
い
42
㎞
を
完
走
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
人
は
常
に
平
等
と
考
え
て
お

り
、
個
々
に
差
が
あ
っ
て
も
ど
こ
か

で
カ
バ
ー
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

社
会
で
も
役
職
は
違
う
が
人
の
価
値

は
一
緒
で
、
常
に
謙
虚
で
い
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

（
50
歳
）

春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
、

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
の
地
域
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
青
森
支

社
及
び
青
森
営
業
所
と
関
係
会
社

の
従
業
員
１
４
５
名
に
よ
り
、
同

社
周
辺
か
ら
問
屋
町
大
通
り
ま
で

の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
ご
み
拾
い

が
行
わ
れ
た
。

　

同
社
は
こ
の
ほ
か
、
組
合
で
実

施
し
て
い
る
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
の
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
、
問
屋
町
の
景
観

美
化
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

問
屋
町
で
春
の
職
域
清
掃
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